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「移動する子ども」のことばを育む教育
―日本と韓国での多文化共生教育の実践から見えてきたこと―
木　岡　歩奈美
平成27（2015）年度　修士論文要旨
　ニューカマー外国人の受入れから25年経った
現在、日本に在留している外国人は217万2,892
人であることが報告されている（法務省,2015
年 6 月末現在）。これは日本の総人口の約1.7％
を外国人が占めるということである。その1.7
％に含まれているのは大人だけではなく、当然
子どもも含まれている。川上（2006）は、移動
する大人に伴い、空間的に移動し、さらに言語
間も移動する子どもを「移動する子ども」「移
動せざるをえない子ども」という分析概念で表
している。
　ニューカマーの子どもの教育は太田（2000）
が指摘するように日本語教育から始まる。川上
（2006）は言語、認知などにおいて発達段階に
ある子どもの言語発達をどう確保していくかと
いう課題は、子どもたちの「考える力」「生き
る力」をどう育成していくかという課題につな
がる重要な課題だと指摘している。
　そこで本論文では、多文化共生教育の教育実
践を展開している大阪市立くすのき小学校の取
組みと韓国ソウル特別市の多文化学校であるサ
ラン学校の事例をもとに「移動する子ども」の
ことばを育む教育実践についての考察を行っ
た。
　韓国のサラン学校の事例を提示する理由とし
て、韓国では現在深刻な少子高齢社会を迎え長
期的な労働人口不足の解消のため外国人労働者
を受け入れている点など日本の状況と類似して
いる点が多いためである。韓国では、国民総人
口における在留外国人比率が3.7％と過去最高
を記録し急速に多文化社会になりつつある状況
を受け、在韓外国人処遇基本法（2007）、多文
化家族支援法（2008）をはじめ、矢継ぎ早に政
策を展開した。急速な多文化化に対応している
韓国を概観すること、最も早く多文化学校の認
可を得たサラン学校での教育実践を概観するこ
とで、今後も増加していく「移動するこども」
のことばの教育を考える上で一助になるのでは
ないかと考えたからである。
　第 1章では、川上（2006）がいう「移動する
子ども」について述べ、「移動する子ども」の
ことば育むことの重要性を述べた。第 2章では
日本における多文化な現状を述べ、これまで行
われてきた外国人教育政策、多文化共生教育に
ついて述べた。第 3章では、大阪市立くすのき
小学校でのフィールドワーク、校長へのインタ
ビューをもとにどのような教育実践を行ってい
るのかを述べた。第 4章では急速に多文化化が
進行している韓国の現状や、多文化政策、外国
人支援について述べた。第 5章では、サラン学
校でのフィールドワーク、教務主任へのインタ
ビューをもとにどのような児童が在籍し、どの
ような教育実践を行っているのかを述べた。第
6章では、日本と韓国で行われている教育実践
から見えてきたことを述べた。最後に「移動す
る子ども」のことばを育む教育についての考察
を行った。
　これまでの日本のニューカマー研究では、比
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較的同じバックグラウンドを抱えた子どもたち
を観察したものが多かった。しかし、くすのき
小学校では、10カ国・地域出身の子どもたち
が、サラン学校では17カ国出身の子どもたちが
在籍していた。このように多文化・多言語の子
どもたちが在籍する学校は今後増加するだろ
う。本研究から明らかになったことは、外国人
児童が安心して学べる場の提供、自分のことを
考えてくれる大人の存在、友達の存在がことば
を学ぶ上で重要だということだ。子どもたち
は、ホスト国の言語教育、母語教育のみでこと
ばを学んでいるわけではない。川上（2006）が
指摘するように、人との相互な関わり、文脈の
中でことばを学びとっていくのだ。
　本論文では最も多く外国人の子どもが在籍し
ている現状を受け、小学校での教育実践を事例
としたが、子どもたちの学びの場は中学校、高
校、大学と継続していく。今回の調査では外国
人児童が多く在籍する学校を対象としたが、外
国人の子どもが少数在籍している学校も観察す
る必要があった。子どもたちの学びを長期的に
観察することと併せて今後の課題とする。
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　本研究では、調査者が中学校保健室の養護教
諭として実践をするなかで、観察・記録を行っ
たエスノグラフィックなデータに基づき、授業
から離脱し保健室を頻回利用する生徒とは、ど
のような生徒であるかを分析し、包摂／排除の
視点から保健室頻回利用生徒の学校経験を明ら
かにすることを目的とした。
　学校の保健室は、健康課題の対応に特化した
空間から、近年では、相談機能を内包した教育
課題にアクセスする空間へと再構築された。そ
うしたなか、保健室や養護教諭に関する研究で
は、保健室が「心の居場所」「オアシス」であ
ることについて批判的な視点から検討されてこ
なかった。また、授業から離脱して保健室を利
用する生徒については、「生活指導」の対象と
されることがあっても、保健室研究の対象とさ
れてこなかった。
　保健室頻回利用生徒は、教室の授業から離脱
する行為を繰り返すことで、高等学校進学後も
中退など将来における社会的排除が懸念され
る。それと同時に、保健室頻回利用生徒には、
その学校が抱える困難が色濃く投影されてい
る。
　そこで、本研究は、保健室頻回利用生徒の学
校経験を読み解くことで、中学校教育内部に組
み込まれた包摂と排除の構図に迫った。
　先行研究として、バラ＆ラペール（訳書
2005）の社会的排除概念を中心に概観し、教育
における包摂／排除を検討した。その結果、こ
れまでの包摂／排除に関する研究では、不登校
生徒とは異なり、授業から離脱しても中学校内
部に留まっている中学生の日常的な学校経験を
研究の対象としていなかった。中学生の日常的
実践を分析するにあたり、ミッシェル・ド・セ
ルトー（訳書1980）の「戦術」概念を用いるこ
ととした。
　まず、保健室頻回利用生徒とは、どのような
生徒であるかについて、A中学校のデータで示
すとともに、文献等を手掛かりに史的に提示し
た。時代による健康課題や、それらを捉えるま
なざしが変化することで、保健室頻回利用生徒
を捉えるまなざしも変遷していたことが明らか
となった。
　次に、保健室頻回利用生徒について、文化的
側面及び日常的実践から分析した。
　保健室頻回利用生徒は、反学校文化や若者文
化に依拠して、保健室を「自分たちの居場所」
と意味づけていたことが明らかとなった。ま
た、保健室頻回利用生徒と養護教諭との間で
は、保健室利用の規定をめぐり衝突・葛藤があ
ったが、相互行為を繰り返すうちに、「騒がな
いこと」「保健室空間を分化すること」という
保健室利用の規定を共有するに至った。すなわ
ち、保健室頻回利用生徒は、創発的に保健室文
化を形成するという学校経験をしていた。ま
た、保健室頻回利用生徒は、その場限りの「計
算」に基づく異化戦術や同化戦術を用い、保健
室のベッドスペースも「自分たちの居場所」に
しようと試みていた。
　本研究の結果、保健室への包摂は、教室から
の排除、すなわち学習機会からの排除を意味し
ていたことが明らかとなった。排除経験は、包
摂経験と一体となり、保健室の「オアシス」と
いうイメージのもとで隠ぺいされることでその
保健室頻回利用生徒の学校経験
堂　本　志　保
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選択が容易となっていた。保健室頻回利用生徒
は、日常の中で自己選択的に排除経験を累積
し、将来的な社会的排除へと水路づけられてい
た。
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